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来
年
度
か
ら
彦
根
市
で
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

新
た
な
方
法
に
よ
り
財
務
諸
表
の
作
成
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
民
間
企
業
会

計
の
考
え
方
と
会
計
実
務
を
も
と
に
、
地
方
公
共

団
体
の
特
殊
性
を
加
え
、
公
会
計
の
財
政
状
況
を

的
確
に
把
握
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た

め
の
、
分
析
・
評
価
手
段
と
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
指
針
に
も
と
づ
く
、
来
年
度
か
ら
の
財
務
諸

表
の
作
成
に
先
立
ち
、
今
年
度
は
普
通
会
計
ベ
ー

ス
（
一
般
会
計
に
、住
宅
新
築
な
ら
び
に
改
修
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
と
休
日
急
病
診
療
所
事
業
特

別
会
計
を
加
え
た
も
の
）
の
財
務
諸
表
を
総
務
省

改
訂
モ
デ
ル
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
公
表

し
ま
す
。
総
務
省
改
訂
モ
デ
ル
は
、
既
存
の
財
政

統
計
の
情
報
を
活
用
し
て
作
成
す
る
モ
デ
ル
で
す
。

今
回
、 

各
表
の
簡
単
な
説
明
と
と
も
に
、
平
成
19

年
度
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課

30-
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０
７
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Ｘ
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１
３
９
８
番　

資産の部

負債　将来において支払

いや返済の必要がある

もので、次世代が負担

する地方債などです。

地方債　地方債のうち

翌々年度以降に予定さ

れている、元金の返済

額などです。

長期未払金　将来にわ

たって既に確定してい

る債務とみなされるも

ので、期末日より 1年

以内の支出予定額を除

いたものです。

退職手当引当金　年度末

に全職員が退職した場

合に必要となる額が計

上されています。

翌年度償還予定地方債　

　返済期限が 1年以内

の地方債などです。

未払金　将来にわたって

既に確定している債務

とみなされるもので、

期末日より 1年以内の

支出予定額です。

翌年度支払予定退職手当

　職員に支払う退職手

当のうち、翌年度に予

定されている額が計上

されています。

賞与引当金　翌年度支払

予定の賞与について、

支給対象期間のうち当

年度にかかるものです。

純資産　現在保有する財

産を整備するために、

国県支出金や税金がど

のくらい充てられてき

たかを示します。

資産　将来にわたって行

政サービスを提供する

ことができる価値、す

なわち次世代が受け取

ることのできるサービ

スに使用されます。

公共資産　土地、建物な

ど長期間にわたって行

政サービスを提供する

ために使用する資産で

す。

投資及び出資金　公社な

どへの出資金等です。

貸付金　公営企業などへ

の貸付金のうち、納期

未到来のものです。

基金等　将来の支出に対

する、財源の蓄えであ

る基金（財政調整基金

と減債基金を除く）で

す。

長期延滞債権　税金など

の収納未済額のうち、1

年を超えて回収がされ

ていないものです。

現金預金　基準日におい

て保有している、現金・

預金、財政調整基金、

減債基金です。　

未収金　税金などの収納

未済額のうち、今年度

新たに発生したもので

す。

　

　

貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表　平成20年３月31日現在

借　方

負債の部

純資産の部

資産の部合計　1,578 億 5,089 万円 負債・純資産の部合計　1,578億5,089万円

行政コスト計算書行政コスト計算書　平成19年４月１日～平成20年3月31日

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

彦
根
市
の
業
務
に
は
、
住
民
票
の
交
付
や
、
高

齢
者
や
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
な
ど

資
産
を
形
成
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
業
務
に
か
か
っ
た
費
用
を
明
ら
か
に
す
る

資
料
が
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で
す
。
貸
借
対

照
表
で
は
表
さ
れ
な
い
費
用
に
つ
い
て
、
性
質
別
や

目
的
別
に
区
分
し
て
算
出
し
ま
す
。
左
の
表
の
と
お

り
、
平
成
19
年
度
は
、
市
民
一
人
当
た
り
の
行
政
コ

ス
ト
は
、
約
27
万
円
か
か
る
一
方
、
使
用
料
な
ど
で

約
１
万
７
、０
０
０
円
の
収
益
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
差
額
を
地
方
税
や
補
助
金
な
ど
で
賄
い
ま
し
た
。

平成19年度　財務諸表（総務省改訂モデル版）
を公表します

貸
借
対
照
表

貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）　
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貸
借
対
照
表
は
、
年
度
末
時
点
に
お
け
る
資
産
・

　

貸
借
対
照
表
は
、
年
度
末
時
点
に
お
け
る
資
産
・

財
産
と
、
そ
の
調
達
財
源
（
残
っ
て
い
る
借
金
や
今

財
産
と
、
そ
の
調
達
財
源
（
残
っ
て
い
る
借
金
や
今

ま
で
使
わ
れ
た
税
金
な
ど
）
の
状
況
を
一
覧
で
示
し

ま
で
使
わ
れ
た
税
金
な
ど
）
の
状
況
を
一
覧
で
示
し

た
も
の
で
す
。
市
の
財
産

た
も
の
で
す
。
市
の
財
産
（
資
産
）

（
資
産
）
は
何
が
ど
れ
だ

は
何
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
、
そ
の
財
源
と
し
て
の
借
金

け
あ
る
の
か
、
そ
の
財
源
と
し
て
の
借
金
（
負
債
）

（
負
債
）

は
い
く
ら
あ
る
の
か
、
税
金
な
ど

は
い
く
ら
あ
る
の
か
、
税
金
な
ど
（
純
資
産
）

（
純
資
産
）
は
ど
は
ど

れ
だ
け
充
て
ら
れ
た
の
か
を
示
し
た
表
で
す
。

れ
だ
け
充
て
ら
れ
た
の
か
を
示
し
た
表
で
す
。

　

平
成

　

平
成
1919
年
度
末
の
彦
根
市
の
状
況
は
、
所
有
し
て

年
度
末
の
彦
根
市
の
状
況
は
、
所
有
し
て

い
る
資
産
は
約
１
、
５
７
８
億
円
、
負
債
は
約
４
５

い
る
資
産
は
約
１
、
５
７
８
億
円
、
負
債
は
約
４
５

７
億
円
、
純
資
産
は
約
１
、
１
２
１
億
円
と
な
っ
て

７
億
円
、
純
資
産
は
約
１
、
１
２
１
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

貸　方


